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● 第３回全統共通テスト模試から見直しておきたい問題 

【 問題 】 
第1 問 〔２〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２３年度共通テスト あと４５日で押さえるポイント 数学Ⅰ・数学Ａ 
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【 ポイント 】  

正解： シ ⑤、ス ⓪ 

 共通テストでは、日常生活を題材にした問題が出題されます。本問は木の影の長さから地面の傾斜角を求める問題

で、図が平易であり、定理1 つで解決できるので、決して難しくない設問です。しかしながら、正答率は高くありません

でした。以下のポイントを押さえましょう。 

まず、 シ については、図の２つの線分AB、AC の長さが問題文中にあり、また南中高度が 30°であることから∠

ABCが60°であることに注目しましょう。これらの条件からsin∠ACDの値を求めます。一般的に、三角形に関する問

題で、与えられた条件や求めたい値に三角形の２つ以上の角が含まれたら正弦定理、３辺の長さが含まれたら余弦

定理が有力候補です。今回は、条件に∠ABC が、求めたい値に∠ACD があるので正弦定理が良いですね。測量的

な問題では、直角三角形と三角比の関係、そして正弦定理や余弦定理は必ず用いるので、しっかり頭の中に入れて

おきましょう。 

次に、 ス については、三角形の外角の性質を利用するところがポイントです。 シ と三角比の表から∠ACD の

およその値がわかるので、これとθ が30°であることから∠CADを求められると気付けるか。ここに思考力が必要で

す。三角形ABCに余弦定理を適用してBCを求め、そこから∠CADを求めることもできますが、こちらは計算にかなり

の手間を要します。解法が遠回りでも解き切ること自体はとても大切な勉強法ですが、試験時間が短い共通テストで

は、なるべく早く楽に解ける解法の選び方も重要です。図形問題では、どの図に着目してどう解決するか、より簡便な

方法は無いか、今後の学習でも常に模索しましょう。なお、 ス の誤答で最も多かったのは⑤。⑤は∠ACD のおよそ

の値であり、求める∠CAD のものではありません。問題文をよく読む、当然のことだけれども、あらためて確認してお

きましょう。 
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